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0. はじめに 
 日本語の諸方言における授受表現は、標準語のそれと異なる体系を持つことがある。本
稿ではその方言のひとつとして沖縄中南部方言1を挙げ、本方言がもつ「クィーン」「トゥ
ラスン」2等の授受表現の形式が、どのような体系を成すのかを明らかにする。 
 
1. 先行研究 
 まず 1.1.で、標準語の授受表現に関しての先行研究(日高 2007)を示し、続いて琉球語の
授受表現について、1.2.では半田(1999)、1.3.では津波古(1992)の研究をそれぞれ要約して示
す。更に、1.4.で先行研究の問題点を指摘する。 
 
1.1. 日高(2007) 
 日高(2007)は、日本の諸方言の授与動詞における対照研究を行なっているが、その前提と
して標準語の授受動詞について考察をしており、標準語の授受動詞を表 1 のように体系化
している。本稿においてもこの定義を採用し、標準語における授受動詞は「やる」「あげる」
「さしあげる」「くれる」「くださる」「もらう」「いただく」の 7 語を指すものとする。 
 
 
                                            
1 津波古(1992)は、沖縄中南部方言について以下のように述べている。「北琉球方言(奄美沖縄方言群)に属
し、沖縄本島の石川地峡(石川市石川～恩納村仲泊)から南の地域、および、その周辺の離島で話されている
諸方言。村ごとに、語彙・アクセント・イントネーションなどが少しずつ異なっているが、沖縄中南部方
言においては、それらはお互いに通じるほどの違いであって、各集落の方言は比較的よく似ている」(津波
古 1992: 829-830 を要約。下線は筆者による)。琉球語の各方言は地域によってかなりのバリエーションがあ
り、この沖縄中南部方言に関しても、沖縄本島中南部で話されている方言は各市町村・地域ごとにより細
かく下位分類されることが多い。しかし、今回行った調査の対象としては、沖縄本島中南部の様々な方言
を一括して沖縄中南部方言として扱った。これは上記の津波古(1992)の記述に基づくものであり、本発表の
研究テーマである授受表現については、沖縄本島中南部の各地域間の方言の違いがそれほど大きく影響し
ないだろうと判断されるためである。 
2 琉球列島の諸言語の正書法は未だ定まっているわけではないが、本発表では特にことわりのない限り、
沖縄中南部方言に関しては原文がローマ字表記であっても、カナ表記とした。その際、カナ表記は「カナ・
ローマ字表記対応表」(西岡・仲原 2000: 190-191)に従った。 
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表 1: 標準語の授受動詞の体系 
ヴォイス的対立 敬意の有無による対立 
人称的方向性3による対立 
遠心性動詞 求心性動詞 
授与動詞 
(与え手が主格) 
敬意あり さしあげる くださる 
敬意なし やる・あげる くれる 
受納動詞 
(受け手が主格) 
敬意あり  いただく 
敬意なし  もらう 
(日高 2007: 6-8 をもとに筆者が作成) 
 
1.2. 半田(1999) 
 半田(1999)は首里方言・那覇方言の語彙を中心とした琉和・和琉辞典である。ここでは、
和琉辞典で標準語の 7 つの授受動詞の項を引き、そこで示されている沖縄中南部方言の各
形式から特に重要だと思われる形式を更に琉和辞典で引き、その結果を表 2 に示す。 
 
表 2: 琉和辞典における記述(特に重要だと思われる形式) 
 本動詞 補助動詞 
クィーン くれる、与える やる、くれる、あげる 
補助動詞用法において、「やる」と「くれる」の両義に共用される。また
「もらう」もクィーンで表現する。 
例：アリガ カラチ クィタン「彼が貸してくれた」「彼に貸してもらった」 
クィミセーン くださる くださる 
トゥラスン 与える やる〔命令形〕(…して)おくれ(よ) 
ウサギーン さしあげる あげる 
イーユン もらう  
(半田 1999 をもとに筆者が作成) 
 
1.3. 津波古(1992) 
 津波古(1992)は『言語学大辞典』の「琉球列島の言語(沖縄中南部方言)」の項であり、そ
の内容は主に首里方言についての概説である。その中で、沖縄中南部方言の授受表現に関
                                            
3
 話し手を基準にした行為の方向性をここでは「人称的方向性」と呼び、話し手から他者への授与を「遠
心的方向性の授与」、他者から話し手への授与を「求心的方向性の授与」と呼ぶ(ここでの「話し手」とは、
話し手自身、あるいは話し手が「他者」に対して「話し手寄り」と捉えている人物を指すものとする)。(日
高 2007: 5) 
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して、「補助動詞用法において、利益の受け手が話し手か、話し手の側にあるときはクィー
ン「くれる」が述語になり、そうでない場合はトゥラスン「やる」が述語になる。しかし
その区別は曖昧になりつつある。標準語の「もらう」に対応する形は欠けており、使役の
意味の移行によって補われ、使役の助動詞(-スン、-シミーン)を用いた言い換えを行う。(津
波古 1992 を要約、下線は筆者による)」と述べている。 
 
1.4. 先行研究の問題点 
 ここまでに示した各先行研究の間には以下の2つの差異が認められる。第一に、半田(1999)、
津波古(1992)両研究間における、沖縄中南部方言における補助動詞用法の「クィーン」と「ト
ゥラスン」と対応する標準語の形式についての見解が異なっている。第二に、標準語にお
ける補助動詞としての「もらう」が沖縄中南部方言ではどう訳されるかという点において、
半田(1999)、津波古(1992)の間で見解に差異がみられる。 
 
2. 調査 
 卒業論文では 2 つの調査(テキスト調査、コンサルタント調査)を行った。テキスト調査で
は、沖縄中南部方言における授受表現のおおまかな体系を把握することを目的とした。そ
してその結果を元に、コンサルタント調査において、テキスト調査で抽出することのでき
なかった形式や、「利益の対象が物／人である場合」及び「利益の受け手が動物／植物であ
る場合」、更に「提供場面における授受動詞のふるまい」、「非利益的用法」、「待遇場面制約」
等の観点からも考察を行った。本稿では紙幅の都合上、テキスト調査の概要のみを示す。 
 
2.1. 調査方法 
 この調査では、「①標準語のテキスト、及びそれを沖縄中南部方言に翻訳したテキスト」
「②沖縄中南部方言のテキスト、及びそれを標準語に翻訳したテキスト」の 2 種類を調査
資料とした。①では、標準語のテキストに現れる授受動詞、そしてそれに対応する沖縄中
南部方言の形式をそれぞれ手作業で抽出し、形式ごとに分類した。②では、①で抽出した
沖縄中南部方言の各形式を基本として、それらの形式を沖縄中南部方言のテキスト中から
手作業で抽出したが、その作業の中で、①では抽出できなかったものの②で見つけること
ができ、かつ重要だと思われた形式を抽出すべき形式に加えて抽出し、分類した。分類に
際して、「くださる」において、「くださる」の命令形である「ください」に対応する形式
が多く得られたが、補助動詞用法の「ください」は慣用表現として定着し、本調査でも高
頻度に現れるため、「くださる」の「ください」以外の用例と区別した。 
 なお、②では標準語の訳文がおかしい、またはかなり意訳をしていると思われる箇所は、
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その箇所に対応する沖縄中南部方言を適宜そのまま直訳して分類した。例文及びその訳は、
それぞれの調査資料からそのまま引用したため、沖縄中南部方言部分は漢字かな混じり文
で表記している。調査資料には以下の資料を用いた。 
  ①夏目漱石『吾輩は猫である』(青空文庫) 
   夏目漱石原作・宜志政信方言訳『吾んねー猫どぅやる』全 379 ページ 
  ②伊芸弘子編『昔話研究資料叢書別巻 沖縄・首里の昔話』全 271 ページ 
 
2.2. 調査結果 
 卒業論文では本動詞、補助動詞を区別して分析したが、ここでは紙幅の都合上、補助動
詞の分析結果のみを示す。 
 
2.2.1. 「やる・あげる」「さしあげる」 
 補助動詞「やる・あげる」に対応する形式はトゥラスンが 19 例(例 1)、クィーンが 4 例(例
2)みられた。 
 
(1) 取ってぃ取
とぅ
らさんとーけー死
ま
ーすしが、早
へー
く取
とぅ
れー！         宜志(2001: 53) 
「取ってやらんと死んでしまう、早くとってやれ」 
(2) 私
わー
が昇
ぬぶ
てぃ行
い
じしーるんせー、宝
たから
落
う
とぅち、くぃーんどーん       伊芸(1992 :38) 
「私が竜になって昇って行ったら、宝を落として、あげよう」 
 
 本動詞用法において用例が見られたのはイーラスン・トゥラスン・クィーンであるが、
イーラスンとヴォイス的に対応しているイーユンには補助動詞の機能がない(半田 1999)た
め、イーラスンも同じく補助動詞の機能を持たず、補助動詞「やる・あげる」に該当する
形式はトゥラスンとクィーンのみであるだろうと推測できる。 
 補助動詞「さしあげる」に対応する形式はウサギーンが 1 例(例 3)のみ見られ、本動詞用
法と同じ結果となった。 
 
(3) うんじゅがめんせーにんゆかにん、なーひんる私
わー
が、あたらさしうさぎーくとぅ、何
ぬー
ん
心配
し わ
やしみそーらんぐとぅ、 勤
ちとぅみ
えーしまちめんそーり         伊芸(1992: 188) 
「あなたが居る時よりも、もっともっと私が大切にしてさしあげますから、何の心配もな
さらないで、お勤めをしてきて下さい。」 
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2.2.2. 「くれる」「くださる」 
 補助動詞「くれる」に該当する形式はクィーンが 41 例(例 4)、トゥラスンが 26 例(例 5)、
クィミセーンが 2 例(例 6)みられた。 
 
(4) 昨夜
ゆーび
、吾んが絵
ゐー
描ち、なんじゅ出来
でぃき
らんち思
うむ
てぃうまり辺
かー
んかい、放
はん
投
な
ぎてーたしが、
誰
たー
がな、うぬ絵
ゐー
立派な額んかい入ってぃ欄間
らんま
んかい掛きてぃ給
くぃ
てぇーる夢
いみ
見
んー
ちゃん。 
宜志(2001: 21) 
「昨夜
ゆ う べ
は僕が水彩画をかいて到底物にならんと思って、そこらに抛
ほう
って置いたのを誰かが
立派な額にして欄間
ら ん ま
に懸
か
けてくれた夢を見た。」 
(5) 吾ん大切
てーしち
にせー無
ねー
らん事
くとぅ
、今日
なま
迄
までぃ
名前
のーじ
んちょーん付
ち
きてー取
とぅ
らさんししん、解ゆん。
宜志(2001: 6) 
「いかに珍重されなかったかは、今日に至るまで名前さえつけてくれないのでも分る。」 
(6) うぬ王様ぬ所
とぅく
まんかい女
いなぐ
が本九冊持
む
っち買
こ
うてぃ給
く
みそーりんでぃ言ちゃんでぃたい
宜志(2001: 134) 
「その王様の所へ一人の女が本を九冊持って来て買ってくれないかと云ったんだそうです」 
 
 例(6)に関して、原文では「買ってくれ」、つまり敬意なしの形であるのに対し、その訳文
の対応する箇所は、クィーンに尊敬の助動詞 -ミセーンが接続した形クィミセーンとなって
いることから、意訳であると考えられる。そのため、ここでは補助動詞用法「くれる」に
対応する形式は 2.2.1.の結果と同じく、クィーンとトゥラスンの 2 形式であると考えるのが
妥当であろう。両形式の使い分けについて、1.3.で述べたように、津波古(1992)は「やる」
がトゥラスン、「くれる」がクィーンであるという基準を示しており、例(5)でその基準が
当てはまるものの例(6)には当てはまらない。このことより、やはりその使い分けは曖昧で
あることがわかる。 
 一方補助動詞「くださる」の該当する形式は、まず「ください」に対応する形式として
トゥラスンが 4 例(例 7)、クィミセーンが 26 例(例 8)、-ミセーンが 6 例(例 9)、タボーイン
が 1 例(例 10)みられた。 
 
(7) うふぇー待っち取
とぅ
らせ 「ー少し待って下さい。」                        宜志(2001: 57) 
(8) 此
く
りし悪
わっ
さらー、買
こ
うてぃ給
くぃ
みそーり「これで悪るければ買って下さい。」宜志(2001: 217) 
(9) Ｗやもちろんぬ事
くとぅ
、女ぬ斤
ちん
数
すう
(体重)んち思
うむ
いみそーれー              宜志(2001: 147) 
「Ｗは勿論
もちろん
女の体重と御承知下さい。」 
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(10) 此
く
ぬ如し、毎日
めーなち
会合が続ち、当分の間
えーだ
や動
いじ
からん、あんすくとぅ、此
く
ぬ手紙し、挨拶
すし、許ちタボリ                                                     宜志(2001: 80) 
「右の如く謡曲会、俳句会、短歌会、新体詩会等、会の連発にて当分の間は、のべつ幕無
しに出勤致し候
そろ
為め、不得已
や む を え ず
賀状を以て拝趨
はいすう
の礼に易
か
え候段
そろだん
不悪
あしからず
御宥恕
ご ゆ う じ ょ
被下
くだされ
度候
たくそろ
。」 
 
 「くれる」より待遇度の高い「くださる」を表す際、例(7)のクィミセーンはクィーンに-
ミセーンを接続した形式であるのに対し、例(8)ではトゥラスンとなっており -ミセーンが
接続されておらず、トゥラシミセーンは使用されていない。このことから、トゥラスンは
クィーンよりも比較的、待遇度にかかわらず用いられる可能性が考えられる。これと同様
の結果は「いただく」でも現れる。一方例(9)では、-ミセーンが直接本動詞に接続している。
授受の形式であるクィミセーンやトゥラスンが接続するのと助動詞 -ミセーンが接続する
のとでは、どのような違いがあるのかは、今回の調査では判明しなかった。なお、例(10)
は手紙文であるため、文語のタボーインが用いられている。 
 「くださる」の「ください」以外の形式としては、トゥラスンが 1 例(例 11)、クィミセー
ンが 3 例(例 12)みられた。 
 
(11) 順追
う
うてぃ、ゆー聞
ち
ち取
とぅ
らしーねー、私達
わったー
都合
ち ご う
ん立ちゅさ             宜志(2001: 165) 
「――そう、順を立ててだんだん聞いて下さると都合がいいですね」 
(12) うんじゅが、助
たし
きてぃくぃみそーちゃる、恩義
う ん じ
とぅし、                伊芸(1992: 236) 
「あなたが助けて下さった恩義として、」 
 
 「ください」の形式において見られたタボーインや -ミセーンはここでは見られることが
できなかったが、タボーインについては、半田(1999)が示しているように、タボーインは「多
く命令形(中略)の形で用いられる(半田 1999: 518)」動詞であるからだと思われる。なお、ト
ゥラスンに尊敬の助動詞 -ミセーンが接続されないのは前述の「ください」の形式と同様で
ある。 
 
2.3.3.「もらう」「いただく」 
 補助動詞「もらう」に直接対応する形式は、1.でも述べたように沖縄中南部方言には存在
しないとされているが、標準語のテキストにおける補助動詞「もらう」の訳出は、トゥラ
スンが 9 例(例 13)、使役形式が 5 例(例 14)(使役形式に準ずるもの44 例(例 15 を含む)みられ
                                            
4 形態的に完全な使役ではない、自他のペアのうちの他動詞のほうを使役に準ずるものとして扱っている。 
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た。 
 
(13) 何卒
どーりん
トチメンボー都
ち
合
ごう
し、取
とぅ
らさんなー…んでぃボーイんかい二十銭銀貨
み ー
給
くぃ
たれー 
宜志(2001: 68) 
「どうかトチメンボーを都合
つ ご う
して食わせてもらう訳
わけ
には行くまいかと、ボイに二十銭銀貨
をやられると、」 
(14) 三毛子ん、甘木先生んかい診察しみてぇーさんでぃ思
う
まーりーん。     宜志(2001: 116) 
「三毛子も甘木先生に診察して貰ったものと見える。」 
(15) 一月前
ちゅちちめー
から禿
はぎ
始みてぃ、医者んかい診したしが、なーま容易に直
のー
いぎさーやあらん。
宜志(2001: 290) 
「一カ月前から出来だして医者に見て貰ったが、まだ容易に癒
なお
りそうもない。」 
 
 標準語の補助動詞「もらう」が沖縄中南部方言に訳される際、求心的授与動詞「くれる」
の機能を持つトゥラスンを用いて表す(例 13)か、使役表現を用いて表す(例 14, 15)ことがで
きる。 
 トゥラスンを用いる場合は、半田(1999)が示しているように利益の与え手と受け手を入れ
替える(「(レストラン側が)(私に)トチメンボーを食わせてくれる」⇔「(私が)(レストラン側
に)トチメンボーを食わせてもらう」)。なお、半田(1999)はトゥラスンではなくクィーンに
よって入れ替えを行うとしていたが、今回の調査ではクィーンが用いられた用例が見つか
らなかった。 
 例(14)のような使役表現を用いた表現については津波古(1992)が既に言及しているが、例
(15)はそれに類似しており、「医者に診てもらった」が「医者んかい診したん」、つまり「医
者に診せた」と訳されている。「診る―診せる」というようなヴォイス的な対立を持つ動詞
においては、使役の形式を用いずに言い換える事ができると考えられる。 
 補助動詞「いただく」に対応する形式は、クィミセーンが 3 例(例 16)、トゥラスンが 4
例(例 17)見られ、全ての用例に主格・与格間の項の入れ替えが起きている。 
 
(16) あんさびーさたい、去年
く じ ゅ
ぬ師走
しわーし
に、う師匠さんが、買
こー
てぃ給
くぃ
みせーたん、上等やいび
ーんどーやー                                                        宜志(2001: 55) 
「ええ去年の暮御師匠
お し し ょ う
さんに買って頂いたの、宜
い
いでしょう」 
(17) しまびーさに、うんじゅがー買
こ
うてぃ取
とぅ
らちぇーせーあらんむんぬ    宜志(2001: 284) 
「いいじゃありませんか、あなたに買っていただきゃあしまいし」 
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3. まとめと今後の課題 
 テキスト調査で判明したことをまとめると、以下の表 3 のようになる。 
 
表 3: 沖縄中南部方言における授受表現(補助動詞) 
  遠心性動詞 求心性動詞 
補助動詞 
授与動詞 (ウサギーン) 
 (タボーイン)(ウタビミセーン*) 
トゥラスン 
クィーン 
(トゥラシミセーン*) 
(クィミセーン) 
受納動詞  使役、項の入れ替え 
※()内の形式は待遇度が高いことを表す。*印が付されている形式はコンサルタント調査に
よって明らかになった形式である。 
 
 クィーンとトゥラスンの使い分けに関しては、今回の調査では判明しなかったものの、
コンサルタント調査の結果からはトゥラスンのほうがより使用頻度が高いことが判明した。
これについては、地域差の存在の可能性も踏まえ、地理的により広範囲で、綿密な調査を
今後行っていく必要がある。なお、補助動詞「もらう」が沖縄中南部方言ではどう訳され
るかという点については、半田(1999)、津波古(1992)の研究結果がどちらも確認できた。 
 沖縄中南部方言の授受表現は、ヴォイス及び待遇表現と複雑に関わり合っているため、
授受表現のみならず他の文法カテゴリーとの関連性を視野に入れつつ、今後更に研究を深
めていかねばならない。 
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